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特　集 ●大腸Ⅱc─革命のその後

序　説

　“幻の癌”─大腸Ⅱcがそう揶揄されていた時代
はすでに終わり，今新しい時代を迎えようとして
いる．
　私が 1985 年に初めて内視鏡で大腸Ⅱc を発見
したとき，大腸Ⅱcは“幻の癌”や“秋田の風土病”
といわれていた．というのも，その当時はごくわ
ずかな粘膜不整や発赤を手掛かりにして病変を発
見せねばならず，高い技量と集中力がなければ大
腸Ⅱcを発見できなかった．この“幻の癌”を現
実のものにするべく，情熱をもった多くの若き同
僚達と一緒になってわれわれは今まで多くの大腸
Ⅱcを発見してきた．本誌の前身である『早期大
腸癌』が 1997 年に創刊されてから本年で 25 年目
になる．本誌は『INTESTINE』と名を変えはし
たが，全国の先駆者の先生方のさまざまな知見を
交えながら，大腸Ⅱcをはじめとした大腸癌の診
断・治療を進歩させてきた．今や大腸Ⅱcは世界
的に周知されるようになり，大腸癌の病態解明も
進んできた．
　大腸癌の発生ルートとして，腺腫から癌化する
“adenoma-carcinoma sequence”1）と正常粘膜か
ら腺腫を介さず直接癌化する“de novo path-
way”2）がいわれている．大腸Ⅱcをはじめとした
陥凹型腫瘍は“de novo pathway”からの癌化と
考えられており，癌化した後に垂直に深部浸潤し
ていく．その発育進展から，たとえ腫瘍径が小さ
くとも粘膜下層浸潤してしまうため悪性度は高
い．大腸Ⅱcが発見された当時は，大腸癌発生の

メインルートは“adenoma-carcinoma sequence”
だと考えられていた．しかしわれわれはこの概念
に対して問題提起し，悪性度の高い大腸Ⅱcを由
来とした“de novo pathway”が大腸癌発生のメ
インルートだと主張してきた．
　近年の内視鏡の発展はめざましく，色素拡大観
察，Narrow Band Imaging（NBI），Endocyto な
どの多数のイメージモダリティが産み出され，大
腸腫瘍診断学が確立されていった．代表的なもの
に pit pattern 分類があり，約 100 倍で色素拡大
を行い病変の微細表面構造を観察することで，非
腫瘍・腫瘍の鑑別のみならず，腫瘍の良悪性の質
的診断や深達度診断までも可能としている．Pit 
pattern 分類により大腸腫瘍診断学は飛躍的に向
上し，明確で客観的な病理診断予測ができるよう
になった．そこからさらに pit pattern 分類を進
化させた次世代の診断学として，520 倍まで拡大
可能な超拡大内視鏡を用いたEC分類をわれわれ
は提唱した3）．超拡大内視鏡によって，今までは
顕微鏡を用いて診断していた腫瘍の細胞や核が生
体内で直接内視鏡を用いて観察できるようにな
り，病変の構造異形だけでなく細胞異型も in 
vivo でリアルタイムに評価できるようになった．
この分類は世界的に評価され，2018 年 2 月に超
拡大内視鏡が発売されるに至ったわけである．
　これらの大腸診断学の確立により，大腸Ⅱcの
特徴の一つである腫瘍径が小さくとも粘膜下層浸
潤することがより明瞭化され，大腸Ⅱcの悪性度
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の高さを裏付ける結果となった．本邦の大腸癌死
亡率が男性 3位，女性 1位に位置している現状を
加味しても，大腸Ⅱcの発見と治療率の上昇は癌
死抑制の観点から重要である．
　そして現在人工知能（AI）の時代に入り，既存
の診断体系とAI をコラボレーションさせること
により，病変検出率の上昇と診断予測精査の向上
がなされる時代になった．AI はすでに自動車の
自動運転や将棋・囲碁などのボードゲームなどに
も幅広く活用されているが，医療用AI の出現は
臨床にブレイクスルーを与えた．われわれが開発
を進めてきた医療用AI である EndoBRAIN4）は
深層学習（＝deep learning）を基に病変の検出，
腫瘍/非腫瘍の鑑別，癌と非癌の鑑別を可能とし
た内視鏡画像診断支援ソフトウエアであり，内視
鏡分野において国内初の薬事承認を習得した医療
用AI として 2019 年 3 月に発売された．AI の補
助により，熟練医でも発見が難しい大腸Ⅱcをは
じめとする表面型病変が認識可能となっており，
今後全国的により多くの大腸Ⅱcが発見されるこ
とが期待される．
　また，当センターでは病理組織学的診断にAI
を組み込んで大腸癌のリンパ節転移予測の精度を
上昇させる試みも行っている5）．大腸癌診療に携
わるものなら周知のことだが，内視鏡治療が進歩
した昨今，大腸 T1 癌における over surgery が
問題となっている．リンパ節転移の有無の精度が
上昇すれば over surgery を減らし，より多くの
患者が低侵襲な内視鏡治療を受けることが可能に
なる．
　AI に加えて，近年のバイオテクノロジー技術
の進歩に伴い，遺伝子解析による大腸Ⅱcの分子
生物学的解析も進んできている．臨床病理学的側

面のみならず，分子生物学的アプローチから大腸
癌を解析することによって，大腸Ⅱcの悪性度の
高さの原因や未だ解明されていない大腸癌発生の
メインルートが究明される日もそう遠くないかも
しれない．
　本号では，大腸Ⅱcの変遷とこれからの展望に
関して，臨床，病理，AI の各側面からの各先駆
者達の知見を交え展開する．大腸Ⅱcの原因究明
に携わる医療者達の糧になり，医療の発展につな
がれば何よりである．
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